
調
査
報
告
　
一
一
一

別　

府　

節　

子

久　

下　

裕　

利

横　

井　
　
　

孝

実
践
女
子
大
学
所
蔵

物
語
関
係
古
筆
切
目
録
稿

　
　
―
―
伊
勢
・
源
氏
・
狭
衣
―
―
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緒　
　

言

　

本
学
所
蔵
の『
源
氏
物
語
』関
係
の
古
筆
切
に
つ
い
て
は
、
本
誌
の
連
載
で
横
井
孝
が
既
に
こ
れ
ま
で
二
〇
点
ち
か
く
を
紹
介
し
て
き
た

が
、
二
〇
〇
点
に
垂
ん
と
す
る
所
蔵
断
簡
の
全
貌
を
示
す
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
紹
介
の
進
み
具
合
で
は
、
あ
ま
り
に
も
前
途
遼
遠
と
い
う

ほ
か
は
な
い（
も
っ
と
も
、
別
途『
実
践
国
文
学
』第
九
〇
号
・
九
三
号
な
ど
で
言
及
し
て
い
る
例
も
あ
る
が
）。

　

一
方
で
は
、
源
氏
物
語
古
筆
資
料
集
の
出
版
計
画
が
持
ち
上
が
り
、
本
学
所
蔵
品
だ
け
で
な
く
、
趣
旨
に
賛
同
す
る
諸
賢
が
秘
蔵
の
古

筆
切
を
持
ち
寄
っ
て
執
筆
陣
に
加
わ
っ
て
下
さ
る
こ
と
が
決
定
的
な
後
押
し
と
な
っ
て
、
か
な
り
具
体
的
な
か
た
ち
で
進
行
し
て
い
る
。

『
古
筆
学
大
成
』第
二
三
・
二
四
巻
の『
源
氏
物
語
』関
係
の
古
筆
の
約
一
六
〇
点
と
い
う
の
も
、
当
時
と
し
て
は
破
天
荒
な
集
成
事
業
で
あ

り
驚
嘆
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
が
、
情
報
の
流
通
な
ど
の
時
代
革
新
も
あ
っ
て
か
、
今
回
の
企
画
は
、
諸
氏
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
お
そ
ら

く
は
そ
の
二
倍
量
超
の
情
報
を
世
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　

と
な
る
と
、も
は
や
本
誌
で
の
ん
び
り
と「
目
録
稿
」の
連
載
を
続
け
る
意
義
が
急
速
に
薄
れ
て
き
つ
つ
あ
る
情
勢
で
は
あ
る
。
た
だ
し
、

未
紹
介
の
手
鑑
な
ど
に
は
、『
源
氏
物
語
』以
外
の
物
語
作
品
の
断
簡
も
い
く
つ
か
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。『
源
氏
』の
そ
れ
の
よ
う
に
意

識
的
に
集
積
し
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
数
と
し
て
は
寥
々
た
る
も
の
で
し
か
な
い
が
、
当
該
物
語
の
研
究
に
も
意
義
の
あ
る
も
の
で
あ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
学
図
書
館
蔵
古
筆
手
鑑『
筆
陣
』は
、
劈
頭
に
大
聖
武
を
据
え
た
堂
々
た
る
手
鑑
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
鑑
定
を
い
た
だ
い
た
諸
氏
か

ら
も
高
評
を
頂
戴
し
て
い
る
が
、
他
の
手
鑑
と
比
べ
て
も
、
物
語
切
を
多
く
含
む
と
こ
ろ
に
本
手
鑑
の
ひ
と
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
う

ち『
源
氏
物
語
』に
つ
い
て
は
、
上
記
の
公
刊
事
業
で
ひ
と
足
は
や
く
世
に
出
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
そ
こ
に
は
搭
載
さ
れ
な
い
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『
源
氏
』以
外
の
物
語
作
品
の
古
筆
切（
一
部『
源
氏
』を
含
む
が
）を
中
心
に
そ
の
一
部
の
紹
介
を
こ
こ
ろ
み
た
い
。ツ
レ
の
探
索
な
ど
に
も
、

読
者
諸
賢
の
ご
教
示
を
待
ち
た
い
た
め
で
あ
る
。

　

な
お
、
古
筆
手
鑑『
筆
陣
』に
つ
い
て
は
、
近
い
将
来
、
文
芸
資
料
研
究
所
の
運
営
企
画
に
よ
っ
て
、
そ
の
全
体
を
公
表
す
る
予
定
で
あ

る
。
公
刊
の
形
態
は
い
ま
の
と
こ
ろ
未
定
で
は
あ
る
が
、
詳
細
は
そ
れ
に
す
べ
て
を
譲
り
た
い
。
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例　
　

言

　

本
稿
は
、「
源
氏
物
語
古
筆
切
目
録
稿
」（
本
誌
第
三
四
号
～
第
三
六
号
連
載
）
に
準
じ
て
、
本
学
所
蔵
の
特
に
物
語
文
学
作
品
の
古
筆

切
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

掲
載
内
容
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
編『
古
筆
へ
の
誘
い
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
五
年
三
月
刊
）に
準
拠
し
、〔
鑑
定
〕〔
書
誌
〕〔
本

文
〕〔
筆
者
〕〔
解
説
〕の
項
目
を
あ
げ
た
。
次
に
各
項
目
に
つ
い
て
、
同
書
よ
り
引
抄
す
る
。

〔
鑑
定
〕�　
「
極
札
・
正
筆
書
・
裏
書
・
箱
書
な
ど
、
当
該
切
を
鑑
定
し
た
諸
資
料
の
記
載
を
掲
げ
、
可
能
な
限
り
そ
の
図
版
を
挙
げ
た
。

鑑
定
印
に
つ
い
て
は
、（
琴
山
）（
守
村
）な
ど
丸
括
弧
内
に
印
文
を
示
し
た
が
、
解
読
不
能
箇
所
に
は
■
印
を
付
し
た
」

〔
書
誌
〕　
「
当
該
切
の
縦
横
の
寸
法
…
…
料
紙
な
ど
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
書
誌
事
項
を
記
し
た
」

〔
本
文
〕　
「
当
該
切
の
翻
刻
本
文
を
掲
げ
た
。
…
…
な
お
、
解
読
不
能
箇
所
に
は
■
印
を
付
し
た
」

〔
筆
者（
伝
称
筆
者
）〕　
「
…
…
極
札
な
ど
鑑
定
に
よ
る
も
の
に
つ
い
て
は《
伝
称
筆
者
》と
し
て
そ
の
名
を
掲
げ
た
」

〔
解
説
〕

〔
参
考
〕�　

本
目
録
の
新
設
項
目
。
当
該
古
筆
切
に
つ
い
て
直
接
間
接
に
言
及
し
た
文
献
を
明
記
し
、
詳
細
な
検
討
は
そ
れ
に
譲
る
こ

と
と
す
る
。

　

な
お
、〔
所
蔵
〕欄
に
関
し
て
、
実
践
女
子
大
学
所
蔵
の
古
筆
切
は
図
書
館（
日
野
・
渋
谷
）・
文
芸
資
料
研
究
所
・
国
文
学
科
研
究
室
に

分
蔵
し
て
い
る
が
、
学
内
に
お
け
る
区
別
は
対
外
的
に
意
味
の
な
い
も
の
と
し
て
省
略
す
る
。

　

ま
た
、
本
稿
は
別
府
が『
伊
勢
』、
久
下
が『
源
氏
』『
狭
衣
』の
古
筆
切
を
担
当
し
、
別
府
・
横
井
が
補
筆
し
た
。
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■
伊
勢
物
語
■

〔
一
〕　

伝
近
衛
政
家
筆
四
半
切
（
伊
勢
物
語
愚
見
抄
）

〔
鑑
定
〕　

極
札「
近
衛
殿
従
一
位
関
白
大
相
国
政
家
公
新
菟
玖
波

集
作
者
（
■
／
■
）」

〔
書
誌
〕　

縦
二
二
・
二
㎝
、
横
一
三
・
八
㎝
。

〔
本
文
〕　　
　
朝
臣
哥
也
き
え
す
は
あ
り
と
も
は
花
也

華
と
見
ま
し
や
は
雪
也　
　
　
　
　

十
八	

昔
な
ま
心
あ
る
女
あ
り
け
り 

心
あ
る
に
て
も
な
く
又
心
な
き
に
も
あ
ら
ぬ
を

な
ま
心
あ
る
と
い
ふ
な
ま

く
し
き
よ
し
也

 

お
と
こ
ち
か
う

あ
り
け
り 

女
の
は
し
ち
か
な
る
を
い
ふ

お
と
こ
に
お
そ
れ
ぬ
心
な
り 
女
哥
よ
む
人
な
り
け
れ
は
心
み
ん
と
て
き
く

の
華
の
う
つ
ろ
へ
る
を
お
り
て 
此
女
哥
に
心
え
た
る
人
也
中
将
の
心
を
み
ん
と
て

き
く
の
華
に
哥
を
そ
へ
て
や
れ
る
也　
　
　
　

 

お
と
こ

の
も
と
へ
や
る

紅
に
に
ほ
ふ
は
い
つ
ら
し
ら
雪
の
枝
も
た
は
ゝ
に
ふ
る
か
と
も
み
ゆ
紅
に
に
ほ
ふ
と
は

う
つ
ろ
へ
る
菊
の

　
　
色
を
い
ふ
い
つ
ら
は
い
つ
れ
な
り
又
い
つ
く
と
い
ふ
詞
を
い
つ
ら
と
い
ふ
所
も
あ
る
也
た
は
ゝ
は
た
は

む
な
り
と
を
ゝ
と
も
い
ふ
五
音
通
す
る
也
古
今
哥
お
り
て
見
は
お
ち
そ
し
ぬ
へ
き
秋
萩
の
枝
も　
　

　
　
た
は
ゝ
に
を
け
る
し
ら
露
と
を
ゝ
と
か
け
る
本
も
あ
る
也
此
哥
の
心
は
紅
に　
　
　

う
つ
ろ
へ
る
花
と
白
雪
の
や
う
に
た
は
ゝ
に
さ
け
る
枝
と
は
い
つ
れ
そ
と
よ
め
る
也
お
と
こ
し
ら
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〔
伝
称
筆
者
〕　

近
衛
政
家（
一
四
四
四
～
一
五
〇
五
）。
関
白
房
嗣
の
二
男
。
近
衞
家
第
一
三
代
当
主
。『
公
卿
補
任
』に
記
す
と
こ
ろ
で
は
、

寛
正
五
年（
一
四
六
四
）従
三
位
権
中
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
、
文
明
七
年（
一
四
七
五
）内
大
臣
、
同
八
年
右
大
臣
、
同
一
一
年（
一
四
七
九
）関

白
左
大
臣
に
転
じ
、
氏
長
者
・
牛
車
兵
杖
を
許
さ
れ
る
。
文
明
一
三
年
左
大
臣
を
辞
し
た
の
ち
、
同
一
五
年
関
白
も
辞
し
て
散
位
と
な
る
。

永
正
二
年
薨
去
。
後
法
興
院
と
号
す
。

〔
解
説
〕　
『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』
第
一
八
段
の
断
簡
で
あ
る
。
ツ
レ
の
断
簡
に
は
、
個
人
蔵
古
筆
手
鑑
『
あ
け
ぼ
の
』
下
所
収
（
№
14　

第

五
六
段
末
尾
～
五
八
段
前
半
）『
古
筆
学
大
成
』
第
二
三
巻
に
掲
載
、
第
五
六
段
末
尾
か
ら
第
五
八
段
前
半
分
）、『
国
文
学
古
筆
切
入
門
』

（
№
81　

第
八
四
段
）、出
光
美
術
館
蔵
古
筆
手
鑑『
濱
千
鳥
』所
収（
№
25　

第
一
一
四
段
）等
が
あ
る
。
政
家
の
真
跡
短
冊
と
比
較
す
る
と
、

書
様
が
酷
似
し
、
内
容
か
ら
も
真
跡
と
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

本
断
簡
は
、
片
桐
洋
一『
伊
勢
物
語
の
研
究〔
資
料
篇
〕』（
明
治
書
院
、
一
九
六
九
年
一
月
刊
）に
収
め
る
京
都
大
学
国
語
学
国
文
学
研

究
室
蔵
大
永
二
年
本
を
参
看
す
る
に
、
表
記
以
外
に
小
異
あ
り
、
本
行
一
行
目
割
注
１
行「
あ
り
と
も
は
」の「
は
」京
大
本
ナ
シ
。
本
行
二

行
目
割
注
１
行「
心
な
き
に
も
」、
京
大
本「
心
な
き
に
て
も
」、
本
行
六
行
目
和
歌
本
文「
た
は
ゝ
」に
傍
記「
と
を
ゝ
イ
」と
す
る
が
、
京
大

本「
と
を
ゝ
」、
京
都
大
学
付
属
図
書
館
谷
村
文
庫
本「
た
わ
ゝ
」と
す
る
。
本
行
八
行
目
割
注
最
終
行「
う
つ
ろ
へ
る
」、
京
大
本「
う
つ
ろ

へ
は
」と
す
る
。	

（
別
府
）
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〔
二
〕　

伝
東
常
縁
筆
四
半
切
（
伊
勢
物
語
聞
書
）

〔
鑑
定
〕　

極
札
Ａ「
東
下
野
守
常
縁
す
な
り
に
け
る（
琴
／
山
）」

　
　
　
　
　
　

Ｂ「
東
下
野
守
常
縁　
　
　
　

す
な
り
に
け
る（
琴
／
山
）」

〔
書
誌
〕　

縦
二
二
・
二
㎝
、
横
一
三
・
八
㎝
。

〔
本
文
〕　

す
な
り
に
け
る
こ
と
ゝ
わ
ひ
た
り
け
る
人
の
返

こ
と
に　
五
条
ワ
タ
リ
ト
ハ
前
段
ノ
如
ク
女
ト
ハ
二
条
后
也
エ
　ヽ

ス
ト
ハ
不
得
也
ワ
ヒ
ケ
ル
人
ト
ハ
染
殿
后
也
カ
ヽ
ル
ワ
リ

　
　
　
ナ
キ
事
ヲ
思
ヒ
ソ
メ
テ
ナ
ト

憐
愍
ノ
詞
也　
　
　
　
　

お
も
ほ
え
す
袖
に
み
な
と
の
さ
は
く
か
な

も
ろ
こ
し
船
の
よ
り
し
い
か
り
に

〔
伝
称
筆
者
〕　

東
常
縁（
生
年
未
詳
、『
和
歌
大
辞
典
』に「
文
明
一
六1484

年
頃
に
は
没
し
た
ら
し
い
」と
あ
る
が
、
こ
れ
も
未
詳
）。
下

野
守
益
之
の
男
。
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〔
解
説
〕　
『
伊
勢
物
語
』第
二
六
段
の
本
文
に
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
の
注
釈
を
割
り
込
ま
せ
る
形
式
の
注
釈
断
簡
。

　

常
縁
を
伝
称
筆
者
と
す
る
聞
書
の
切
に
は
、
書
様
や
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
の
注
釈
入
り
の
形
式
を
同
じ
く
す
る
が
、
切
全
体
の
法
量
や
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注
釈
の
入
れ
方
の
異
な
る
何
種
か
が
あ
る
。（
二
）（
三
）
は
縦
の
全
長
が
同
じ
だ
が
、
異
な
る
写
本
の
断
簡
で
あ
る
。（
二
）
は
上
下
に
十

分
な
余
白
が
あ
り（
本
文
の
字
高
約
17
・
2
㎝
）、
ま
た
注
釈
は
本
文
の
後
に
追
い
込
む
形
式
で
、
割
書
程
度
の
大
き
さ
で
あ
る
。
一
方（
三
）

は
、
上
下
の
余
白
は
非
常
に
少
な
く（
本
文
の
字
高
20
・
5
㎝
）、
注
釈
も
本
文
や
和
歌
の
注
を
必
要
と
す
る
部
分
の
傍
ら
に
細
字
で
入
れ

る
。（
二
）と
形
式
の
近
似
す
る
断
簡
に
、
出
光
美
術
館
蔵
古
筆
手
鑑『
濱
千
鳥
』所
収（
№
276　

第
一
四
段
）が
あ
る
が
、
全
長
が
24
・
5
㎝

で（
本
文
字
高
21
・
5
㎝
、
推
定
）と
、
一
回
り
大
き
く
、
注
釈
は
割
書
ほ
ど
の
大
き
さ
だ
が
、
本
文
や
和
歌
の
後
に
追
い
込
ま
ず
、
行
替

え
し
て
入
れ
る
。
ま
た（
三
）に
近
似
す
る
断
簡
に
川
崎
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
蔵
古
筆
手
鑑『
披
香
殿
』所
収（
№
301　

第
一
〇
一
段
）が
あ
る

が
、
全
長
が
約
一
九
㎝
（
本
文
の
字
高
17
・
5
㎝
）で
、
一
回
り
小
さ
い
。『
披
香
殿
』所
収
の
ツ
レ
に
は『
続
国
文
学
古
筆
入
門
』所
収（
№

81　

第
八
二
段
）と
手
鑑『
古
今
墨
林
』所
収（
№
165　

第
九
六
段
）が
あ
る
。

　
『
古
筆
学
大
成
』
二
三
所
収
の
伝
東
常
縁
伊
勢
物
語
聞
書
切
（
図
版
八
九
～
九
五
）
は
、
全
葉
同
じ
図
版
の
大
き
さ
の
た
め
紛
ら
わ
し
い
が
、

お
そ
ら
く
各
々
の
法
量
が
異
な
る
の
で
は
な
い
か（
法
量
、
分
か
る
も
の
は
確
認
中
）。
ま
た
、
同
書
で
は
、
伝
東
常
縁
伊
勢
物
語
聞
書
切
の
一

群
を
、「
伊
勢
物
語
聞
書
切
と
呼
ぶ
べ
き
」
と
す
る
片
桐
洋
一
の
所
見
を
引
用
し
た
上
で
、
片
仮
名
書
き
の
注
記
の
大
半
は
鎌
倉
時
代
に
限
ら

れ
る
こ
と
、
注
釈
の
内
容
が
室
町
期
の
兼
良
や
宗
祇
に
始
ま
る
注
釈
で
は
な
く
、
鎌
倉
～
南
北
朝
に
流
行
し
、
室
町
期
に
も
影
響
力
を
残
し

た
古
注
の
一
系
統
で
あ
る
こ
と
等
を
理
由
に
、
こ
れ
ら
聞
書
切
の
親
本
が
、
十
三
世
紀
に
遡
る
可
能
性
が
あ
り
、
伊
勢
物
語
の
貴
重
な
注
釈

切
と
し
て
評
価
す
る
。
そ
こ
ま
で
に
異
論
が
な
い
が
、続
け
て
こ
れ
ら
聞
書
切
の
書
写
年
代
も
十
四
世
紀
末
ま
で
遡
る
と
す
る
の
は
い
か
が
か
。

伝
称
筆
者
の
東
常
縁
の
短
冊
等
と
比
較
す
る
と
、
連
綿
部
分
が
少
な
く
、
や
や
右
肩
上
が
り
の
角
張
っ
た
豊
満
な
字
形
、
黒
々
と
強
い
筆
線

と
い
っ
た
一
五
世
紀
後
半
ら
し
い
書
様
が
よ
く
似
て
い
る
。
同
筆
と
す
る
確
証
に
は
至
ら
な
い
が
、
書
写
年
代
は
常
縁
の
活
躍
期
と
同
じ
一
五

世
紀
後
半
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。	

（
別
府
）
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〔
三
〕　

伝
東
常
縁
筆
四
半
切
（
伊
勢
物
語
聞
書
）

〔
鑑
定
〕　

極
札「
東
下
野
守
常
縁
め
く
は
せ（
守
／
村
）」

〔
書
誌
〕　

縦
二
二
・
二
㎝
、
横
一
三
・
八
㎝
。

〔
本
文
〕　　
　

め
く
は
せ
よ
と
も
た
の
ま
る

こ
れ
は
斎
宮
の
物
み
た
ま
ひ
け
る
く
る
ま
に

か
く
き
こ
え
た
り
け
れ
は
見
さ
し
て
か
へ
り

た
ま
ひ
に
け
り
と
な
む

む
か
し
お
と
こ
か
く
て
は
し
ぬ
へ
し
と
い
ひ
や
り

た
り
け
れ
は
女

　
　

白
露
は
け
ふ
は
け
な
ゝ
む
き
え
す
し
て

〔
伝
称
筆
者
〕　

東
常
縁
。
断
簡〔
二
〕と
同
。

〔
解
説
〕　
『
伊
勢
物
語
』第
一
〇
五
段
の
本
文
に
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
の
注
釈
を
割
り
込
ま
せ
る
形
式
の
注
釈
断
簡
。〔
二
〕を
参
照
。
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〔
四
〕　

伝
杉
原
宗
伊
筆
四
半
切
（
伊
勢
物
語
・
第
二
四
段
）

〔
鑑
定
〕　

極
札「
杉
原
宗
伊 

と
い
ひ
て（
守
／
村
）」（
三
代
古
筆
了
仲
）

〔
書
誌
〕　

縦
二
一
・
三
㎝
、
横
一
四
・
八
㎝
。

〔
本
文
〕　　
　

わ
か
せ
し
か
こ
と
う
る
は
し
み
せ
よ

と
い
ひ
て
い
な
む
と
し
け
れ
は
女

　
　

あ
つ
さ
ゆ
み
ひ
け
と
ひ
か
ね
と
む
か
し
よ
り

　
　

心
は
き
み
に
よ
り
に
し
も
の
を

と
い
ひ
け
れ
と
お
と
こ
か
へ
り
に
け
り
女
い
と
か
な
し

く
て
し
り
に
た
ち
て
を
ひ
ゆ
け
と
え
を
ひ
つ
か
て

し
水
の
あ
る
所
に
ふ
し
に
け
り
そ
こ
な
り
け
る
い
は

に
お
よ
ひ
の
ち
し
て
か
き
つ
け
ゝ
る

〔
伝
称
筆
者
〕　

杉
原
宗
伊（
一
四
一
八
～
一
四
八
五
）。
俗
名
、
杉
原
伊
賀
守
賢
盛
。
満
盛
の
子
、
足
利
義
政
の
近
習
衆
。

　

連
歌
再
興
の
七
賢
、
宗
砌
・
智
蘊
・
心
敬
・
専
順
・
行
助
・
能
阿
に
加
え
ら
れ
る
一
人
、
賢
盛
。『
竹
林
抄
』に
作
品
が
収
め
ら
れ
る
。

〔
解
説
〕　
『
伊
勢
物
語
』第
二
四
段
の
後
半
部
分
で
あ
る
。
典
型
的
な
定
家
本
系
天
福
本
の
本
文
で
、
ま
っ
た
く
異
同
が
な
い
。

ツ
レ
の
断
簡
に
出
光
美
術
館
蔵
古
筆
手
鑑『
聯
珠
筆
林
』所
収（
№
185　

二
七
～
二
八
段
）、
久
曽
神
昇『
物
語
古
筆
断
簡
集
成
』所
集（
№
44　

第
八
三
段
）と（
№
50　

第
九
八
段
）等
が
あ
る
。	

（
別
府
）
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〔
五
〕　

伝
平
田
墨
梅
筆
四
半
切
（
伊
勢
物
語
・
第
二
一
段
）

〔
鑑
定
〕　

極
札「
平
田
墨
梅　
い
つ
の
ま
に（
守
／
村
）」（
三
代
古
筆
了
仲
）

〔
書
誌
〕　

縦
二
三
・
六
㎝
、
横
一
五
・
二
㎝
。
桜
花
散
ら
し
の
装
飾
料
紙

〔
本
文
〕　　
　

い
つ
の
ま
に
う
つ
ろ
ふ
色
の
つ
き
ぬ
ら
ん

　
　

き
み
か
さ
と
に
は
春
な
か
る
ら
し

む
か
し
お
と
こ
女
い
と
か
し
こ
く
お
も
ひ
か
は
し
て
こ
と
心
な

か
り
け
り
さ
る
を
い
か
な
る
事
か
有
け
む
い
さ
ゝ
か
な
る

事
に
つ
け
て
世
中
を
う
し
と
思
て
出
て
い
な
む
と

思
ひ
て
か
ゝ
る
哥
を
な
む
よ
み
て
物
に
か
き
付
け
る

　
　

い
て
ゝ
い
な
は
心
か
る
し
と
い
ひ
や
せ
む

　
　

世
の
あ
り
さ
ま
を
人
は
し
ら
ね
は

と
よ
み
を
き
て
出
て
い
に
け
り
こ
の
女
か
く
か
き
を
き

〔
伝
称
筆
者
〕　

平
田
墨
梅
（
生
没
年
未
詳
）。
文
明
年
間
（
一
四
六
九
～
一
四
八
九
）
に
活
躍
し
た
人
で
、
飛
鳥
井
雅
親
（
一
四
一
七
～

一
四
九
〇
）の
門
人
。
墨
梅
を
伝
称
と
す
る
古
筆
切
に
は
、
徳
川
黎
明
会
蔵
古
筆
手
鑑『
玉
海
』所
収
の
歌
切
、
田
中
登
編『
平
成
新
修
古
筆

資
料
集
』第
五
集
所
収
の『
源
氏
物
語
絵
詞
』切
な
ど
が
あ
る
。
本
断
簡
は
、
室
町
時
代
の
古
筆
と
し
て
は
端
正
で
温
雅
な
書
様
の
仮
名
書

で
あ
る
が
、
書
写
年
代
は
十
五
世
紀
後
半
よ
り
少
し
下
る
よ
う
に
見
え
る
。
時
代
も
さ
ら
に
下
が
る
か
。
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〔
解
説
〕　
『
伊
勢
物
語
』第
二
〇
段
末
尾
か
ら
第
二
一
段
の
前
半
に
あ
た
る
。
典
型
的
な
定
家
本
系
天
福
本
の
本
文
で
あ
る
。（
別
府
）
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〔
六
〕　

伝
宗
椿
筆
四
半
切
（
伊
勢
物
語
注
釈
）

〔
鑑
定
〕　

極
札「
連
哥
師
宗
椿　
そ
か
に
盗
出
し（
守
／
村
）」（
三
代
古
筆
了
仲
）

〔
書
誌
〕　

縦
二
三
・
七
㎝
、
横
一
五
・
八
㎝
。

〔
本
文
〕　　
　

そ
か
に
盗
出
し
野
州
に
是
を
み
す
野
州
下
向
其
後
宗
祇

　
　

都
よ
り
下
向
し
て
野
州
に
懇
望
し
て
伝
授
す
上
洛
し
て

　
　

一
条
太
閤
と
談
合
い
た
し
け
つ
り
た
ゝ
し
て
此
一
流
あ
り

一
昔
ト
ハ
凡
物
語
ノ
発
端
ニ
ハ
イ
ツ
レ
ノ
御
時
ト
云
歟　

中
比
ノ
コ
ト
ナ
ト
云
歟　

昔
ノ
コ
ト
ト
云
歟
也

一
業
平
ハ
御
児
ノ
時
ハ
曼
陀
羅
丸
ト
号
シ
テ
東
寺
ニ
真
雅
ノ
弟
子
ニ
シ
テ
カ
ク
レ
ナ
キ
名
童
ニ
テ
マ
シ
マ
セ
ル
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
﨟
ハ
十
二
歳
ニ
テ
元
服
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ト
真
雅
ノ
ヲ
シ
ミ
玉
フ
ニ

　

依
テ
十
六
歳
ノ
元
服
歟
十
二
歳
元
服
ノ
イ
ワ
レ
ハ
一
周
年
之
意
歟

一
か
ひ
ま
見
て
け
り
ハ
物
ゴ
シ
也　

垣
間
ト
書
コ
ト
ハ
カ
ケ
ト
モ
連
哥
ニ
テ
居
所
ニ
キ
ラ
ハ
ス

一
双
紙
ニ
ハ
四
段
ノ
分
別
ア
リ
地
一
ツ
私
一
ツ
双
紙
ノ
本
ノ
詞
ニ
合
テ
申
也　

一
伊
勢
カ
親
ハ
大
和
守
小
野
ノ
継
陰

一
后　

女
御　

更
衣　

内
侍
ト
次
第
セ
リ　

一
く
り
は
ら
の
を
宗
長
ハ
ば
ら
を
に
こ
る
兼
載
ハ
ク
リ
ワ
ラ
ト
ヨ
メ
リ

一
文
ニ
テ
ハ
カ
ヘ
リ
コ
ト
ヽ
ヨ
ミ
哥
ニ
テ
ハ
カ
ヘ
シ
コ
ト
ト
ヨ
ム　

一
か
き
つ
は
た
ハ
哥
ニ
ハ
堀
川
百
首
ニ
ハ
春
ニ
ヨ
ム
連
哥
ニ
ハ
夏
也

一
椎
柴
ハ
連
哥
ニ
ハ
秋
哥
ニ
ハ
冬
題
ニ
出
ス
也　

一
ヲ
リ
ヰ
テ
ト
云
コ
ト
乗
物
ヨ
リ
ヲ
リ
タ
ル
躰
也
源
氏
ニ
モ
車
ト
イ
ハ
ネ
ト
モ
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引
入
ル
ヽ
ト
云
所
多
由
ア
リ

〔
伝
称
筆
者
〕　

宗
椿（
生
没
年
未
詳
）。
室
町
後
期
の
連
歌
師
。
牡
丹
花
肖
柏
の
門
人
。
泉
州
・
堺
の
人
で
坂
東
屋
と
号
す
。
連
歌
を
牡
丹

花
肖
柏（
一
四
四
三
～
一
五
二
七
）に
、
和
歌
・
物
語
を
三
条
西
実
隆（
一
四
五
五
～
一
五
三
七
）に
師
事
し
た
。

　

肖
柏
の
家
集『
春
夢
草
』、
二
一
四
一
の
詞
書
に「
此
人
和
歌
の
道
に
ふ
か
く
心
を
い
れ
て
、
源
氏
物
語
を
書
る
事
廿
部
に
を
よ
べ
り
。・・・

に
は
か
に
わ
づ
ら
ふ
こ
と
に
て
な
く
成
侍
、
そ
の
き
は
ま
で
彼
物
語
を
書
け
る
が
、
あ
さ
が
ほ
の
巻
に
い
た
り
て
う
せ
に
し
よ
し
き
ゝ
し

か
ば
」と
あ
り
、の
ち
に『
醒
酔
笑
』に
も
引
か
れ
て
有
名
な
話
に
な
っ
た
。
書
を
能
く
し
、書
流
の
系
譜『
本
朝
古
今
名
公
古
筆
諸
流
』に「
連

歌
師　

宗
椿
堺
流　

牡
丹
花
門
弟
」と
み
え
る
よ
う
に
、
書
風
は
肖
柏
の
影
響
を
強
く
受
け
た
も
の
と
さ
れ
る
。

〔
解
説
〕　
『
伊
勢
物
語
』
注
釈
、
料
簡
の
部
分
の
断
簡
で
あ
る
。
細
字
注
の
二
行
目
右
脇
「
依
テ
十
」
と
書
き
さ
し
て
擦
り
消
し
の
痕
あ
り
。

次
行
冒
頭
を
誤
記
し
た
も
の
。	

（
別
府
）
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■
源
氏
物
語
■

〔
七
〕　

伝
花
山
院
定
凞
筆
大
四
半
切
（
橋
姫
の
巻
）

〔
鑑
定
〕　

極
札「
花
山
院
殿
定
凞
公
こ
に
て
う
せ（
守
／
村
）」（
二
代
古
筆
了
任
）

〔
書
誌
〕　

縦
二
三
・
八
㎝
、
横
一
一
・
八
㎝
。

〔
本
文
〕　

こ
に
て
う
せ
侍
に
し
の
ち
と
ゝ
せ
あ
ま
り
に
て
な
ん

あ
ら
ぬ
世
の
こ
ゝ
ち
し
て
ま
か
り
の
ほ
り
た
り
し
を

こ
の
宮
は
ち
ゝ
か
た
に
つ
け
て
わ
ら
は
よ
り
ま
い
り
か
よ
ふ

ゆ
へ
侍
し
か
は
い
ま
は
か
う
よ
に
ま
し
ら
ふ
へ
き
さ
ま
に
も

侍
ら
ぬ
を
れ
せ
い
院
の
女
御
と
の
ゝ
御
か
た
な
と
こ
そ
は

む
か
し
き
ゝ
な
れ
た
て
ま
つ
り
し
わ
た
り
に
て
ま
い
り

よ
る
へ
く
侍
り
し
か
と
は
し
た
な
く
お
ほ
え
侍
て
え

さ
し
い
て
侍
ら
て
み
や
ま
か
く
れ
の
く
ち
き
に
な
り
に
て

〔
伝
称
筆
者
〕　

花
山
院
定
熙（
一
五
五
八
～
一
六
三
四
）。
本
名
家
雅
。
右
大
臣
家
輔
の
男
。『
公
卿
補
任
』に「
実
前
左
大
臣
従
一
位
藤
公

朝
公
男
。
母
家
女
房
」と
注
す
る
。『
補
任
』に
よ
れ
ば
、
天
正
七
年（
一
五
七
九
）参
議
に
任
ぜ
ら
れ
、
慶
長
七
年（
一
六
〇
二
）に
権
大
納

言
に
就
い
た
後
、
元
和
五
年
内
大
臣
に
昇
っ
た
も
の
の
、
そ
の
年
末
に
は
辞
任
。
さ
ら
に
同
七
年
正
月
二
日
に
は
散
位
か
ら
右
大
臣
に
転

じ
、
そ
の
一
〇
日
後
に
は
辞
任
し
て
散
位
と
な
り
、
ま
た
寛
永
九
年（
一
六
三
二
）一
二
月
二
四
日
に
左
大
臣
に
転
じ
、
こ
れ
も
四
日
後
の
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二
八
日
に
辞
任
し
た
。
公
卿
間
で
の
官
職
の
や
り
と
り
、
箔
付
け
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
同
一
〇（
一
六
三
三
）年
左
大
臣
に
至
り
、
寛

永
一
一（
一
六
三
四
）年
七
七
歳
で
薨
去
し
た
。
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〔
解
説
〕　
『
源
氏
物
語
大
成
』一
五
三
九
頁
9
行
目
～
13
行
目
に
相
当
す
る
。

　

本
文
は
定
家
本
系
で
、
表
記
等
を
除
け
ば『
大
成
』本
文
と
異
同
が
な
い
。
橋
姫
の
巻
、
薫
が
宇
治
で
弁
の
君
か
ら
昔
語
り
を
聞
き
、
自

身
の
出
生
の
秘
密
を
知
る
箇
所
で
あ
る
。

　

ツ
レ
の
断
簡
が
、
古
筆
手
鑑
が『
古
今
墨
林
』（
№
32　

橋
姫
の
巻
）に
所
収
。	

（
久
下
）

〔
八
〕
伝
正
親
町
公
叙
筆
大
四
半
切
（
浮
舟
の
巻
）

〔
鑑
定
〕　

極
札「
正
親
町
殿
公
叙
卿
い
と
ゝ
そ（
守
／
村
）」（
二
代
古
筆
了
任
）

〔
書
誌
〕　

縦
二
六
・
五
㎝
、
横
一
七
・
二
㎝
。
紅
葉
散
ら
し
の
装
飾
料
紙
。

〔
本
文
〕　

い
と
ゝ
そ
ね
ゐ
り
ぬ
る
気
色
を
み
給
て
ま
た
せ
ん
や
う
も
な
け

れ
は
忍
ひ
や
か
に
こ
の
か
う
し
を
た
ゝ
き
給
ふ
右
近
き
ゝ
つ
け
て

た
そ
と
い
ふ
こ
は
つ
く
り
給
へ
は
あ
て
な
る
し
は
ふ
き
と
き
ゝ
し
り
て

と
の
ゝ
お
は
し
た
る
に
や
と
思
て
お
き
て
い
て
た
り
ま
つ
こ
れ
明
よ
と
の

給
へ
は
あ
や
し
う
覚
え
な
き
程
に
も
侍
か
な
夜
は
い
た
う
更
ぬ
ら
ん
物
を

と
い
ふ
物
へ
わ
た
り
給
へ
か
ん
な
り
と
な
か
の
ふ
か
い
ひ
つ
れ
は
お
と
ろ
か
れ
つ
る

ま
ゝ
に
い
て
た
ち
て
い
と
こ
そ
わ
り
な
か
り
つ
れ
ま
つ
あ
け
よ
と
の

給
こ
ゑ
い
と
よ
う
ま
ね
ひ
に
せ
給
て
忍
ひ
た
れ
は
思
も
よ
ら
す
か
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ひ
は
な
つ
道
に
て
い
と
わ
り
な
く
お
そ
ろ
し
き
こ
と
の
あ
り
つ
れ
は

あ
や
し
き
姿
に
成
て
な
ん
火
く
ら
う
な
せ
と
の
た
ま
へ
ハ
あ
な
い
ミ
し

と
あ
は
て
ま
と
ひ
て
火
ハ
と
り
や
り
つ
我
人
に
見
す
な
よ
き
た

〔
伝
称
筆
者
〕　

正
親
町
公
叙（
一
五
一
四
～
一
五
四
九
）。
権
大
納
言
実
胤
男
。
母
は
三
条
西
実
隆
女
。
天
文
四
年（
一
五
三
五
）に
正
四
位

下
参
議
、同
七
年
従
三
位
権
中
納
言
に
昇
り
、同
一
五
年
従
二
位
権
大
納
言
、同
一
七
年
正
二
位
に
至
る
。
天
文
一
八
年
に
三
六
歳
で
薨
去
。

公
叙
を
伝
称
筆
者
と
す
る
も
の
で
他
に「
狭
衣
物
語
六
半
切
」が
あ
る（
藤
井
隆「
古
筆
切
と
狭
衣
物
語
」『
講
座
平
安
文
学
論
究　

第
五
輯
』

風
間
書
房
、
一
九
八
八
年
一
〇
月
）。

〔
解
説
〕　

本
文
箇
所
は
浮
舟
の
巻
。
定
家
本
系
統
。『
源
氏
物
語
大
成
』底
本（
池
田
本
）と
異
同
は
な
い（
但
し
、1
行
目
冒
頭「
い
と
ゝ
そ
」

は「
い
と
ゝ
う
」の
誤
写
か
）。『
源
氏
物
語
大
成
』一
八
七
二
頁
5
行
目
～
14
行
目
に
相
当
す
る
。

　

物
語
場
面
は
、
匂
宮
が
薫
に
似
せ
た
声
色
で
右
近
を
欺
き
、
浮
舟
の
寝
所
に
入
ろ
う
と
す
る
箇
所
で
あ
る
。	

（
久
下
）

　

同
じ
伝
称
筆
者
で
、
同
筆
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
書
様
が
酷
似
し
、
縦
の
法
量
も
ほ
ぼ
同
じ
以
下
の
断
簡
が
あ
る
。『
古
筆
学
大
成
』二
三
巻

所
収（
№
54　

五
行
）、『
古
今
墨
林
』所
収（
№
69　

九
行
）、
前
掲
古
筆
手
鑑『
濱
千
鳥
』所
収（
№
68　

六
行
）。
い
ず
れ
も
浮
舟
の
巻
で
あ

る
が
、
こ
の
三
葉
の
料
紙
に
は
装
飾
が
な
い
。
冊
子
の
全
丁
が
装
飾
料
紙
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
本
葉
の
ツ
レ
の
可
能
性

も
あ
る（
と
す
れ
ば
、
本
葉
の
十
一
行
が
一
面
の
行
数
）。	

（
別
府
）
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〔
九
〕
伝
光
源
院
義
輝
筆
大
四
半
切
（
源
氏
物
語
）

〔
鑑
定
〕　

極
札「
光
源
院
義
輝
公
ふ
ら
ふ
へ
き（
守
／
村
）」（
二
代
古
筆
了
任
）

〔
書
誌
〕　

縦
二
六
・
〇
㎝
、
横
一
九
・
六
㎝
。
桜
花
散
ら
し
の
装
飾
料
紙
。

〔
本
文
〕　

ふ
ら
ふ
へ
き
を
な
に
か
し
こ
の
て
ら
に
こ
も
り
侍
り

と
は
し
る
し
め
し
な
か
ら
し
の
ひ
さ
せ
給
へ
る
を
う
れ

ハ
し
く
お
も
ひ
た
ま
へ
て
な
ん
く
さ
の
御
む
し
ろ
も
こ

の
は
う
に
こ
そ
ま
う
け
侍
へ
け
れ
い
と
ほ
い
な
き
事
と

申
給
へ
り
い
ぬ
る
十
よ
日
の
ほ
と
よ
り
わ
ら
ハ
や
ミ
に

わ
つ
ら
ひ
侍
る
を
た
ひ
か
さ
な
り
て
た
へ
か
た
く
侍
れ

は
人
の
を
し
へ
の
ま
ゝ
に
に
ハ
か
に
た
つ
ね
い
り
侍
り
つ

れ
と
か
や
う
な
る
人
の
し
る
し
あ
ら
は
さ
ぬ
時
は
し
た

な
か
る
へ
き
も
た
ゝ
な
る
よ
り
ハ
い
と
お
し
う
お
も
ひ

給
へ
つ
ゝ
み
て
な
ん
い
た
う
し
の
ひ
侍
り
つ
る
い
ま
そ
な

た
に
も
と
の
給
へ
り
す
な
ハ
ち
僧
都
ま
い
り
給
へ
り
ほ
う
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〔
伝
称
筆
者
〕　

足
利
義
輝（
一
五
三
六
～
一
五
六
五
）。
室
町
幕
府
一
三
代
将
軍
。
第
一
二
代
将
軍
足
利
義
晴
・
慶
寿
院（
近
衛
尚
通
女
）の

間
に
生
ま
れ
、
天
文
一
五
年（
一
五
四
六
）、
一
一
歳
に
し
て
将
軍
職
を
父
よ
り
継
承
し
た
が
、
管
領
細
川
晴
元
と
の
戦
い
に
明
け
暮
れ
て
、

近
江
に
亡
命
、
同
一
七
年
に
晴
元
と
和
睦
し
て
帰
京
を
果
た
し
た
。
そ
の
後
も
晴
元
の
家
臣
・
三
好
長
慶
の
反
逆
に
遭
い
、
し
ば
し
ば
近

江
に
逃
れ
た
。
長
慶
の
死
後
、
親
政
を
行
お
う
と
す
る
が
、
永
禄
八
年（
一
五
六
五
）、
二
条
御
所
に
あ
る
と
こ
ろ
に
松
永
久
秀
ら
よ
っ
て

攻
め
ら
れ
、
自
ら
抜
刀
し
て
戦
っ
た
が
討
ち
死
に
し
た
。

〔
解
説
〕　

若
紫
の
巻
、『
源
氏
物
語
大
成
』一
五
九
頁
③
～
⑩
に
相
当
す
る
。

　

同
じ
伝
称
筆
者
で
、
書
様
が
酷
似
し
、
縦
法
量
も
ほ
ぼ
同
じ
断
簡
に
、『
古
筆
学
大
成
』所
収（
№
12　

五
行
）、『
古
今
墨
林
』所
収（
№

158　

九
行
）、
出
光
美
術
館
蔵
古
筆
手
鑑『
聨
珠
筆
林
』所
収（
№
173　

八
行
）、
林
原
美
術
館
蔵『
日
本
古
筆
手
鑑
』所
収（
№
197　

九
行
）、

川
崎
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
蔵
手
鑑『
披
香
殿
』所
収（
№
276　

九
行
）、
個
人
蔵
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
、
本
葉
と
同
じ
若
紫
巻
の
断
簡
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
の
料
紙
に
は
装
飾
が
な
い
。
冊
子
の
全
丁
が
装
飾
料
紙
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
ツ
レ
の
可
能
性
も
あ
る
。
ま

た
、
装
飾
が
後
入
の
可
能
性
も
あ
る（
と
す
れ
ば
、
本
葉
の
十
一
行
が
本
来
の
一
面
の
行
数
）。
な
お
、
図
版
は
未
確
認
だ
が
、
伝
称
筆
者

と
内
容
巻
が
同
じ
、
古
筆
手
鑑『
も
ゝ
ち
ど
り
』所
収
切
も
同
様
と
推
察
さ
れ
る（
小
島
孝
之「
成
城
国
文
論
集
」三
五
号
）。
一
方
、
書
様
が

近
似
は
す
る
が
異
な
り
、
縦
の
法
量
が
一
回
り
小
さ
な
断
簡（
23
～
23
・
5
㎝
）に
、
石
川
県
立
美
術
館
蔵
手
鑑
所
収
や
出
光
美
術
館
蔵
古

筆
手
鑑『
濱
千
鳥
』所
収（
と
も
に
一
面
十
行
）が
あ
り
、
こ
ち
ら
の
内
容
は
竹
河
巻
で
あ
る
。『
古
筆
手
鑑
大
成
』十
三
巻『
石
川
県
立
美
術

館
蔵
手
鑑
』
所
収
の
解
説
で
は
、
本
葉
他
の
若
紫
巻
断
簡
と
竹
河
巻
断
簡
を
本
来
一
具
と
す
る
が
、
法
量
や
一
面
の
行
数
が
異
な
る
別
の

写
本
で
あ
る
。	

（
久
下
・
別
府
）
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■
狭
衣
物
語
■

〔
一
〇
〕
伝
蜷
川
親
當
筆
大
四
半
切
（
狭
衣
物
語
）

〔
鑑
定
〕　

極
札「
蜷
川
親
當
ま
て
一
つ
ゝ
（
守
／
村
）」（
三
代
古
筆
了
仲
）

〔
書
誌
〕　

縦
二
五
・
四
㎝
、
横
一
八
・
八
㎝
。
桜
花
散
ら
し
の
装
飾
料
紙

〔
本
文
〕　

ま
て
一
つ
ゝ
心
ミ
む
と
の
た
ま
ハ
す
る
を
春
宮
も
興
あ

る
こ
と
と
の
た
ま
ハ
せ
て
さ
ま

く
の
御
こ
と
ゝ
も
た
て
ま

つ
り
わ
た
す
中
納
言
ひ
ハ
兵
衛
督
し
や
う
の
こ
と
宰
相
中

将
わ
こ
む
中
つ
か
さ
の
宮
の
少
将
し
や
う
の
ふ
え
源
中
将
に

よ
こ
笛
た
ま
ハ
す
た
ゝ
今
ゆ
し
き
も
の
ゝ
上
手
と
も
な
る

へ
し
を
の

く
こ
よ
ひ
も
の
ゝ
ね
と
も
手
を
つ
く
し
て
き

か
せ
よ
と
仰
ら
る
ゝ
を
た
れ
も
ひ
と
つ
に
か
き
ま
せ
て
こ
そ
あ

や
し
さ
も
ま
き
ら
ハ
し
て
つ
か
う
ま
つ
ら
め
い
と
わ
り
な
き
わ
さ

か
な
と
う
け
給
ハ
り
に
く
ゝ
わ
ひ
た
ま
ふ
な
か
に
源
中
将
は

さ
ら
に
よ
ろ
つ
の
こ
と
よ
り
も
た
ハ
ふ
れ
に
た
に
ま
ね
ひ
侍
ら

ぬ
も
の
を
と
そ
う
し
給
を
た
ゝ
そ
の
し
ら
さ
ら
む
こ
と
を
こ
よ
ひ
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〔
伝
称
筆
者
〕蜷
川
親
当（
？
～
文
安
五〈
一
四
四
八
〉年
）は
、
将
軍
足
利
義
教
に
仕
え
、
政
所
代
と
な
る
。
義
教
没
後
、
出
家
し
て
智
蘊
を

名
乗
る
。
連
歌
師
と
し
て
著
名
で
、
連
歌
七
賢
の
一
人
で
あ
る
。

〔
解
説
〕　

当
該
断
簡
も
、
桜
花
・
松
葉
を
散
ら
し
た
装
飾
料
紙
で
、
古
筆
手
鑑『
古
今
墨
林
』『
披
香
殿
』、『
古
筆
学
大
成
24
』な
ど
が
あ
る
。

　

本
文
は
い
ず
れ
も
巻
一
で
、
現
存
写
本
で
は
鷹
司
本（
書
陵
部
蔵
）と
ほ
ぼ
天
地
を
同
じ
く
す
る
書
写
で
、
同
本
文
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら

す
れ
ば
、
共
通
祖
本
の
写
し
で
あ
っ
て
兄
弟
本
で
あ
る
。
た
だ
5
行
目
の「
ゆ
し
き
」は「
ゆ
ゝ
し
き
」で
あ
り
、
一
箇
所
誤
脱
が
み
と
め
ら

れ
る
。

　

同
じ
伝
称
筆
者
で
、
同
筆
と
言
え
る
ほ
ど
書
様
が
酷
似
し
、
縦
法
量
も
ほ
ぼ
同
じ
断
簡
に
、『
古
筆
学
大
成
』二
四
所
収（
№
12　

五
行
）、

『
古
今
墨
林
』所
収（
№
168　

八
行
）、
前
掲
古
筆
手
鑑『
披
香
殿
』所
収（
№
303　

九
行
）、
徳
川
美
術
館
蔵
手
鑑『
集
古
帖
』所
収（
№
118　

六

行
）、春
日
井
市
道
風
記
念
館
図
録『
国
文
学
と
古
筆
』所
収（
№
39
、70　

五
行
）、前
掲『
日
本
古
筆
手
鑑
』所
収（
№
198　

六
行
）等
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
料
紙
に
は
装
飾
が
な
い
が
（『
披
香
殿
』
所
収
切
に
は
、
解
説
に
言
及
は
な
い
が
、
図
版
を
見
る
と
下
方
に
松
葉
の
文
様
跡
が
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
）、
冊
子
の
全
丁
が
装
飾
料
紙
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
本
葉
の
ツ
レ
の
可
能
性
も
あ
る（
と
す

れ
ば
、
本
葉
の
十
一
行
が
本
来
の
一
面
の
行
数
）。	

（
久
下
・
別
府
）
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〔
一
一
〕
伝
阿
仏
尼
筆
六
半
切
（
狭
衣
物
語
）

〔
鑑
定
〕　

極
札「
四
條
局
阿
佛
ち
給
は
し
と（
守
村
）」（
二
代
古
筆
了
任
）

〔
書
誌
〕　

縦
一
五
・
二
㎝
、
横
一
五
・
四
㎝
。
装
飾
料
紙
。

〔
本
文
〕　

ち
給
は
し
と
た
け
う
お
ほ
さ
る
ゝ
物
か
ら
い
か
は
か

り
の
御
心
に
て
と
し
月
ふ
れ
と
つ
れ
な
き

御
け
し
き
な
ら
ん
と
け
ふ
ハ
い
ま
す
こ
し

う
ら
め
し
さ
も
た
く
ひ
な
け
れ
は
雲
の
か
よ

ひ
ち
さ
へ
あ
と
た
へ
て
の
ち
ハ
い
と
ゝ
や
る
か
た
な

き
心
の
う
ち
な
と
こ
ま
や
か
に
な
り
ぬ
れ
と

よ
へ
の
あ
り
さ
ま
ひ
と
り
み
侍
し
も
あ
は
れ
な
る

事
お
ほ
く
な
と
や
う
に
て

　

と
し
つ
も
る
し
る
し
こ
と
な
る
け
ふ
よ
り
ハ

〔
伝
称
筆
者
〕　

阿
仏
尼（
？
～
一
二
八
三
）は
藤
原
為
家
の
妾
。
冷
泉
為
相
の
母
。
鎌
倉
後
期
の
女
手
と
思
わ
れ
る
物
語
断
簡
に
は
阿
仏
尼

を
伝
称
筆
者
と
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
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〔
解
説
〕　

当
該
断
簡
は
、
金
銀
泥
で
す
す
き
・
女
郎
花
・
紅
葉
な
ど
の
折
枝
を
散
ら
し
、
さ
ら
に
飛
翔
す
る
鳥
を
描
く
装
飾
料
紙
を
特
徴

と
し
、『
古
筆
学
大
成
24
』の「
伝
阿
仏
尼
筆
」図
版
77
・
78
・
79
、
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
蔵
手
鑑『
披
香
殿
』（
淡
交
社
）に
貼
ら
れ

た
断
簡
の
ツ
レ
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
が
と
も
に
巻
四
の
切
で
あ
る
こ
と
も
共
通
し
て
い
る
。

　

本
文
は
諸
本
と
の
異
同
が
二
箇
所
（
２
～
３
行
目
「
つ
れ
な
き
御
御
け
し
き
な
ら
ん
と
」
―
「
変
ら
ぬ
御
心
の
つ
れ
な
さ
な
ら
ん
と
」、

六
行
目「
心
の
う
ち
な
と
」
―
「
心
の
中
な
ど
ば
か
り
に
」）あ
る
。

　

当
該
断
簡
の
相
当
箇
所
は
小
学
館『
新
編
全
集
』②
三
八
一
頁
で
、
そ

の
内
容
は
狭
衣
と
女
二
の
宮
（
入
道
の
宮
）
と
の
若
宮
が
兵
部
卿
と
な

り
、
そ
の
成
長
ぶ
り
を
と
も
に
祝
え
な
い
現
況
に
、
狭
衣
が
女
二
の
宮

へ
の
思
い
を
今
さ
ら
な
が
ら
に
募
ら
せ
る
場
面
で
あ
る
。

　

狭
衣
断
簡
で
装
飾
料
紙
の
も
の
と
い
う
と
阿
仏
尼
に
筆
者
が
擬
定
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
ら
し
い
。
参
考
図
版
と
し
て
、
同
じ
く
二
代
目
了
任

に
阿
仏
尼
筆
と
極
め
ら
れ
た
断
簡
を
こ
こ
に
示
し
て
お
く
。
国
文
学
研

究
資
料
館［
九
九
―
一
三
六
］。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
久
下
）




